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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 新居浜市立新居浜小学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  ☑小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒792-0802 

      愛媛県新居浜市新須賀町三丁目１番５８号 

  E-mail  niie-ad@esnet.ed.jp          

  Website：http://niihama-e.esnet.ed.jp/cms/   

  児童生徒数  男子 111 名   女子 105 名  合計 216 名 

        児童・生徒の年齢 6歳～12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

☑ 生物多様性 

☑ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１ テーマ（主題） 

  見つめよう 考えよう 未来へつなげよう ふるさと新居浜 

      ～学校ビオトープの学びを中心に～ 

 

２ 主な活動内容について 

  【３年 「あったらいいな ゆめのわいわいトープ」】 

 

 （ねらい） 

  ・ わいわいトープで自然とふれ合ったり、カブト虫を育てたりする活動を

通して、自然に生きる虫や植物について知り、自然や環境について自分の

見方や考え方を深める。 

 

 （活動の実際） 

  ・ 総合的な学習の時間に「どんな生き物がい 

   るのかな」という発見課題を設定し、わいわ 

いトープと出会わせた。活動後には、体験を 

言語化し共有化した。次に「こんな生き物が 

いたらいいな」という追究課題を設定した。 

自分の考えを広げる手立てとして、イメージ 

マップを活用し、思いや願いを広げる学習を 

行った。 

その中から詳しく調べたい生き物を決定し、（ゲストティーチャー、自然の話） 

学校司書と連携して、図鑑の使い方や効果的 

な調べ学習について学んだ。図鑑を活用することで、興味・関心をもち、

積極的に課題に沿って、生き物の種類や体のつくり、生態などを調べ、わ

かったことをライブラリィナビにまとめた。 

調べ学習と並行しながら、カブト虫の育て方や自然についての専門的な知

識をもつ方をゲストティーチャーとしていろいろなことを教えていただい

た。教えてい ただいたことを活用して、わいわいトープの「カブト虫の

プール」の世話をしたり、教室ではグループでカブト虫を育てたりした。

育てたカブト虫は校区の夏祭りで他の学年の児童や地域の方へ、大切に育

ててほしいという願いをこめて寄贈した。 

最後に、「ゆめのわいわいトープをしょうかいしよう」という提案課題を

設定し、次年度３年生としてカブト虫の世話を引き継ぐ２年生とお世話に

なったゲストティーチャーを招待し、発表会を行った。目的意識と相手意

識を明確にすることで、振り返りながら、学習して分かったことや考えた

ことなどをグループごとに模造紙にまとめたり、劇やクイズを行ったりし

て工夫して意欲的に発表することができた。 
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【６年「大切にしよう エネルギー」】   【１年「たのしさいっぱいあきいっぱい」】 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【４年「レッツ野菜づくり！」】   【５年「稲から育てよう」】  【２年「生きものなかよし

大作せん」】 

 

 

 

                                                                                     

 

                

 

 

 

 

３ 成果と課題 

総合的な学習の時間や生活科を中心として教科等との関連を図りながら、児

童の知りたい、調べたい伝えたいという思いを大切にし、探究的な学習を展開

することができた。            

単元の最初にわいわいトープにいる生き物を探したり触れたりする体験的活

動の充実を図り、児童の思いや願いを膨らませ、単元を通して意欲的、主体的

に活動することができた。学校司書やゲストティーチャーと関わり、課題を解

決させていく中で、私たち人間の生活と様々な生き物、自然とのつながり、命

の大切さについて考えを深め、これからの生活で自分たちが気をつけなければ

ならないことなどを考えることができた。 

学習内容を今後の生活に生かし、行動化にまでつなげる必要を感じた。生き 

物の昼夜に係る留意事項や自然との関わりの中での栽培における対応等の点で

課題が残った。 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


